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緒 言

　スカートは，女性の下半身を覆う衣服で，成人女子か

ら女児まで用いられている．スカートの歴史は古く，古

代エジプト時代からあり，中世になってダーッやフレア

ーを入れる裁断法が考案された．スカートは，時代の要

求や流れによって様々な変遷をしてきた．また生活のい

ろいろな場に広く着用される服装として欠かせないもの

である．

　製作するにあたって，スカートパターンは平面に製図

されているので，それを着装デザイン画に想像すること

は専門家には安易であるが，一般には困難である．その

為，パターン図面を立体としての着装デザイン画に翻訳

することにより，視覚的にデザインを明確に把握できる

ようにする必要がある．これは衣服を作る為に必要な設

計図の一部であるとも考えられる．ファッションブック

などでは，動きのあるポーズに着装デザインが描かれ，

その雰囲気までも表現されたものが多いが，動きのない

ポーズで静物画的着装デザイン画の作画方法を，経験を

もとに試みた一方法を述べるものである．

1　研　究　方　法

　第1に，着装デザイン画を描くには，その土台となる

人体プロポーションを把握する必要がある．その作画図

と，さらに胴部の略画法について述べる．

　第2に，人体標準寸法であるM－sizeの参考寸法につ

いて明示し，これに基づいた着装デザイン画作画の考え

方を述べる．

　第3に，人体プロポーションとM－　size参考寸法をふ

まえ，基本的な形態別スカートの着装デザイン画の作画

方法を，パターンと実物スカート（シーチング製作）を

参考にして述べる．

1．人体プロポーションについて

服飾美術科

　着装デザイン画が人間の衣服を作る設計図の一部であ

る以上，常に運動し，仕事をする有機的なものとして人

体の構造や形を知る必要がある．人体のデッサンが不確

実では正しい着装デザイン画は描くことができない．人

体構成の根本である骨格の関節，筋肉についての知識を

ふまえ，関連付けて着装デザイン画を描くことが大切で

ある．プロポーションとは，割合とか，均衡という意味

であるが，人体についていう場合は長さの比率である．

服飾研究のためのプロポーションは，人体を計測してそ

の計測値を基に頭身示数を求めるものが多い．それは多

くの絵画や彫刻作品の身長が7頭身や8頭身というよう

に表現されていることからも理解できる．このことは，

相当古い時代から試みられており，古代ギリシャ人は人

体のもつ完壁な比例の美しさに心をとめ，それに深い関

心を示した．紀元前4世紀の代表的彫刻家リュシッボス

（Lysippos）は，頭部が全身長の8分の1を示す新た

な人体の理想像（8頭身のカノン）を創造した．8とい

う構成要素は分割すると黄金比の近似値となる．（フィ

ボナッッィ級数）これが今日の8等身のはじまりである．

　プロポーションもモードデザイン画も，各時代の美意

識により様々な頭身数で描かれてきている．それは，プ

ロポーションとモードデザイン画との密接な関連性を無

視しては考えることが不可能であろう．また着装デザイ

ン画のプロポーションをナショナルな考え方と，インタ

ーナショナルな考え方に分けるとすると現在の教育上の
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基準として理想的かっ実際の人間に近く，一般的に平面

で美しくかつ解りやすいインターナショナルな考え方の

プロポーションである8等身基本体型（等分分割）を用

いて描く事とする．

①プロポーション作画の考え方と利点

　8等身基本体型は，写実的プロポーションである．3

分割法で1等身づっ等しい寸法で9等分された全体に8

等身を描く．直立不動で，これを前面と後面から描くこ

とを基本とする．スタイル画やファッション画の基本プ

ロポーションであり，成人女性の理想的プロポーション

である．この分割法は，1等身を20cmとした身長約170

cm（素足で）のモデルと考える．これによって，ウエス

トラインとニーラインがプロポーション全体の長さの3

等分の位置になるというように非常に解りやすい目安に

なり，かつ覚えやすい利点がある．

　また，このプロポーションを描くにあたって透視図法

（Perspective）の考え方を用いる事が必要である．そ

れは，画家の視点を定めることにより，遠近感が生じ，

ポーズに応じたコスチュームのシルエットやデザイン線

などをより美しく効果的に表現することに活用されるか

らである．

　次に示す作画（図1から図4）は，視線（Eye－Lev－

e1）をモデルのウエストラインに設定した状態で作画し

た．これにより，足部の長さが強調され足部の動きに伴

う遠近感（前後差）が表現可能となる．と共にシルエッ

ト，デザインも表現可能となる．この作画法は，モード

・デッサン　成田幸比路著（衣生活研究会）1988　を参

考に描いたものである．

②8等身基本体型（等分分割）作画法
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スカート着装デザイン画の作画方法についての試論

　　　　　③胴部（Torso）の略画法

　スカートは，下半身にまとうものであるが，これを描

くために全身のプロポーションを描いてからクロージン

グするのでは時間がかかるので，これを比例として考え

ると大変早く描け，かっ静物画的クロージングも可能で

ある．

　　　　　　④Wasit　Levelの設定

胴囲（Waist　Line）とは，7）助骨と腰の間の部分を

さし，その一番細い部分の一線である．ベルト位置は，

インサイドベルト巾3cmまでは図6の様に設定する．

◎

1

○

5
α

図5

S．L

W．L

H．L

図6

／インサイドベルト巾3cmまで

Waist　Line

2．標準寸法の設定（M－size）

　モデルの寸法（身体の各部位）は，体表面測定による

もので，表1の中である標準寸法を用いた．ウエスト64

cm，ヒップ90cmとする．尚，腰囲の厚さを図7に示す．

　この参考寸法と，理想的モデルプロポーションとはか

なり隔たりがあるが，モデルプロポーションに回り寸法

と幅寸法を置き換え，丈寸法をモデルプロポーションに

引きのばしたという設定で着装デザイン画を描いてみる

事にした．

参　　考　　寸　　法

（ドレス原型の場合）

名　　　称

身

背

前

長

丈

丈

3．スカート着装デザイン画の作画方法

　スカート着装デザイン画は，パターン図面を立体に翻

訳したデザイン設計図のことである．モデルは着装して

直立不動と設定し，前面（Front），後面（Back）の

デザインを描いた，静物画的クロージングとする．これ

は，デザインを正確に表示するための手段である．

　作画にあたり，パターンと実物スカートを参考にしな

がら描くことにした．

　尚，描線は直定規と曲線定規を使用し，シルエット線

も内部造形も同じ太さで強弱の調子のない幾何学的表現

乳　頭　下　が　り

乳　頭　間　の　幅

胸　　　　　　　囲

首　付　け　根　囲

背　　　肩　　　幅

背　　　　　　幅

胸　　　　　　　幅

腕付　け　根　囲

上腕　最　大　囲

外　　　袖　　　丈

ひ　　　じ　　　丈

桁　　　（ゆ　き）

ひ　　　じ　　　囲

手　　　首　　　囲

掌　　　　　　囲

腰　　　　　　　囲

腰　　　　　　丈

大　学　以　上

　　中
　　158

　　38
　　42
　　24
　　18
　　84
　　37
　　39
　　36
　　34
　　37
　　27
　　53
　　31
　　7L5
　　22
　　16
　　20
　　90
　　20

秀 前 98
1 後 98
ト

脇 99

床　上　が　　り

胴　　　　　　　囲

頭　　　　　　囲

30～60
　64
　57

肩の傾斜角度は普通20～21°くらいである。

表　1
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腰囲横断面図

れ裳、工体図　　→

Flont
lliick

ヒツプ
　　　90cm
腰囲

後

一一’ @ドー

r　　　　　　　　　　　l

l　　前　　s
l　　　　　　　　　　　　　　　l

←一横径一→

32．5cm

矢
状　　22．3cm
径

＋一止＿

矢状径
　　　　＝　扁平率（0．69）
横　径
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　　　64cm
胴　囲

　　ウエストは64cmだが個人差がある為，

　横断面図を省く．

　　これは，腰囲90cmのスタンで計測した

　ものである．

図7
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ー一一 @裏のライン
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　　　　　i下’“
　ヒ7ブ下り18ca
　　　　　1　ス
　　　　　　亨
　　　　　　美
　　　　　（騨丈）

　　　　⊥

↓　　　　↓
　静物画的クロージング

↑　　／
前中央 ?ｲコ後中央

　　　　　　　　　図8

　静物画的クロージングは，着装デザイン画に必要な基

本的説明図である．タイトスカート原型を用い，ダーツ

位置を立体的に描く，ウエストラインは水平にとる．こ

れは，視線をウエストライン，IC設定したためである．タ

イトスカートは，ヒップ下りラインとヘムラインとを垂

直にとる．ヘムラインは，中央部をスカート丈に一致さ

せ，左右のヘムラインをやや上げ，ゆるやかな孤を描く

ようにすると，立体的な仕上りになる．

とした．シルエッM＊は，前後同寸法とする．

　スカート丈は，通常用いられている膝下丈である65cm

を基準にし，図8に示ず．

①スカートの分類方法について

　スカートの種類を大別すると，目的別・技術や構造別

・シルエット別・丈別・素材の呼び名別・素材別などが

あげられるが，この他にも形態別・縫製別・着装別・用

途別などいろいろな角度から分類され，それぞれ異なっ

た名称が付けられている．今回は，形態別に分類した種

類の中から基本的なものについて述べる．

　　　A．Tight　Skirt（センターベンツ）

　　　B．Semi－Tight　Skirt

　　　C．Flare　Skirt（セミサーキュラ）

　　　D．Gather　Skirt

　　　E。　Pleat　　Skirt　（ワンウェー）

　　　F．Tack　　Skirt

②実物製作の布地について

　以上のA～Fまでのスカートを，シーチングを用いて

製作した．シーチングは，JIS一般織物試験方法　JI

SL1096－1979（1984確認）に基づき測定した結果，

下記の通りであった．

　　　　　織物の外観に関する実験では，

　　　厚　さ　　　　　0．28㎜

　　　ドレープ性　　　　69．2％

※カンチレバー法，ハートループ法も行ったが，ドレー

　プ牲のみの数値を記す．

　　　　　　織物構造に関する実験では，

密　度

質　量

綿番手

織縮み率

　　　82．3／2．54c【n

　　l13．89／㎡

たて28．7s

よこ　29，1s

たて10．7％

よこ　12．3％

より糸・より方向

　　　　　たてz3．2

　　　　　よこ　z5．3
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スカート着装デザイン画の作画方法についての試論

③基本的な形態別スカートの作画方法

作画方法　A．Tight　Skirt（センターベンッ）

実　物

作画方法　B．Semi－Tight　Skirt

実物
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．
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特徴：

ユ）

^イトとは，体にぴったり合ったという意味で，一般

的にはウエストからヒップにかけてフィットさせ，その

まま裾までまっすぐなシルエットのスカートをいう．タ

イトな構造をもつスカートは，いつれも歩行のための運

動量が少ないため，裾にプリーツや，ベンツ，スリット
　　　　　　　　

などのあきにする。スカートとしては，最も標準的なも

ので，製図上もあらゆるスカートの基礎となるものであ

る．

特徴：

2毫ミとは，〈なかば〉の意味で，ウエストから腰まで

は体に沿い，裾で少し開いたスカートのことである．裾

幅が適当にあるが波立ってはいない．タイトスカートに

比べて活動しやすい．作画ポイントは，ウエスト～ヒッ

プ下りまでの中間点とヘムラインで3cm広くした点とを

結び，シルエットを描くことが大切である．

作画順

】、略画法のプロポーションに蔚装する．

　　　　　　　　W．L

20c■

　　　　　　　　H．L

2．ベルト位置を描く．

　一＝＝コL－－W．L

　（インサイドペルト巾3ca）

3．ウエスト、ヒ・ノブまてを描く．

T　　、8。m

秀
　1　　　：
ト　　　’　　　①ウエスト、ヒップまでプロ．r＿

丈1　シ．！にフィ．f．
65（コ　　　　：　　　　②左右同じカーブにする．

　　　　；　　①ウエスト中心よりヘムラインに

　　　　’　　　　1　　　　　同って垂直線を引く・⊥＿一．1－．一．

4．ヘムラインを決める．（上記）

5．ヒ7ブ～ヘムラインまで垂直線を描く．

　　　　　　　　　（シルエット）

両サイドライノを橘く．

両方共．同じ長さになるように．

6　ヘムラインを描く．

中心部をスカート丈に合わゼ噸サ
イドを少しLげ，曲壕で描く．

7　ダーツを癌く．

F

T
65ca

⊥

完域図

B

①ダーツは，ボディの立体感を

考阻し，前後のダーツの入り

方を見る事が大切である．

②鍛断線（後中心｝を旙く．

　ファスナーは，後中心とする．

③センターペンフは．下の布を

　スカート丈に合わせ，上の布

をそれより少し短めに描くと

説明しやすい．

作画舶

　タイトスカートの1と2まで1‡同し．

3　　ウ．1ス　ト～ヒップまてを「苺く．

T

ス
カ

1

ト

丈

65c皿

幽
上

1〔感　
　
　
i

　　　i

＿＿臨一．b－＿＿一＿＿

①ウエストーヒ・！プ下りの中聞点

　まではタイトスrJ一トと同じ7
　イン．　ぐk’脚畳）

②左右同じカーブにする．

③ウエスh中心よりヘムライノに
両って重直鞭を引く．

4、ヘムラインを決める．　（上記）

5．シルエットのサイドラインを描く．

　両サイド共，同じ長さになるように．

嶺点椴はタイトスカートライン
①両サイドラインを描くため，

ヘムで3crtuく外側にとった
点と3．で隔いた線を薩線で結
ぷ．

＿　ムー＿」一＿」一圏隔

6．　ヘムラインを描く．

①中心部をスカート丈に含わせる．

②両サイ1’tt，直角にとった点①

と蚤を搭くように結ぷ．

T

ラ
、瓠

i
⊥

7．　ダー’ノを備く．

F

完成図

B

①ダーツの人れ方は，タイト

　スカートと同じ．

②ファスナーは，左わきとす
　る．
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作画方法　C。Flare　Skirt

4改はぎ

T
・
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・
義

⊥

実　物

F

作画方法　D．Gather　Skirt

T

秀

‘

6£

⊥

　パ9－．ノ

「一一一i”2＿＿4

B

3c■ F

3crt

人　糊

B

B
F

特徴：
3》

　フレアーは〈朝顔形の張り〉という意味で，ウエスト

から裾に向って朝顔形に自然の波のでたスカートをいう．

バイアス布に裁ったところから，バイアススカートとも

いう．いろいろな裁断方法があり，布地により異なるが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般的にフレアーが中心に出る様に縦地をわきにど1－）た．

作画ポイントは，腰部のふくらみとヘムラインに現われ

るフレアーの分量を考慮した波形のヘムラインに遠近感

をもたせて描くことである．

f1画順

　ヘルトの悩き乃は，タイトスカート12に同L

3　ヘムラィンを決める．

　T　rrヲ＿＿，＿，1：

1　；…　τ
　丈　　　　　　・
　60（1　　　　　　1
　　　　　　i　　　　x・・cn
⊥．．⊃、幅⊥．、∠＿

　　．。，，。の．ウ，ラd．AC　St：。。、．　⊥

　　実物を見ながら訣める

4．　シルエットのサイドライノを幟く．

10（－

it　ヘムライ　ノの岐形に応「かつ

　？テの曲締を描く

ウェスト、ヒワプまでの10C■まで

はフィ，トさせ，サイドのヘムライノ

まで，ややふくらませたカーブで
描く．

両サイド共，同じ長さ　tc　t；るよう

に．

＿一一一一＿：覧・」も七・二」＿一＿＿＿一

5　ヘムラィンを櫨く．

　　　　　　　　　①中心部のヘムiイ！を上向き
　　　　　　　　　　カーブ（でヘム，インよ
　　　　　　　　　　りPPti［　re（．
　　　　　　　　　①並ffSt，　中｛・Ei‡人きくサイ
　　　　　　　　　　ドに向，てだAだん小さくな
　　　　　　　　　　るように楢く．
　　　　　　　　　　週近‘をもたせて隔く事．
　　　　　　　　　　ヘムライiの長きがあるtrめ．
　　　　　　　　　　ヘムラインの氏彰はときれる
　　　　　　　　　ように旙く．
　　　　　6L　　　”
＿＿，＿．層一｝「●＿t－一＿＿，層

　　隻・露払

F　　　　　　　　　B

　　完成図

①中心郎に恵い大き鉱臨のタテ

　曲謝ユへ1・ラインよりウェスト

　に向うて三角雌を旙く要蹟で

　bの様ic

む曹
　a　　　　　b

②tイト’に向うにつれ．1の騒IC
隔く

こゆファスナーは．後中L・とする

特徴：

4）

　ウエストに合わせてギャザーを寄せたスカートをいう．

ギャザーとは，〈縮める〉の意味で，布を縫いしぼった
　　　　　　　　　o　　■
時にできる布のしわのことである．タイトスカートに比

べ，運動量も多く，体型の欠点がシルエットに影響しな

いなどの長所をもっている．作画ポイントは，ウエスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
寸法の4倍の布分量のギャザー分を考慮し，しわを描く

ことが必要であり，ヘムラインはこれに関連した波形を

描くようにすることである．

n画舶
ヘルトの備きゐは，タイトスカート且．2に1司し．

3　ヘムラインを決める．

　　　　　　　　　　　　　　　　6ギャザーを描く．

　T　c〒
1　瞬蹴ラ可

　　卜　　　　　　　・

　丈　　　　1
　65ev■　　　　　1　　　　　　　　　　　　65c■

　　　　　　：

毛1瀦磁⊥
　　実物を見ながら訣める、

4　シルエフトのサイドラインを備く．

　　　　　　　　　ウエスト～tγプまでのラインは、
　　　　　　　　　タイトスカートラインより外側に
　　　　　　　　　カーブさせ，サイドのヘムライン
　　　　L－一・・L－■」　　tでややふくらttたカーブで惜

　　　　　　　　　肉tlド共，同じ艮さになるよう

　　　　　　　　　に．

＿一＿＿一＿；’　ts　’t－一一一一一一

5　ヘムラインを描く，

一㎜小

ノ師尺

①中心鰯のヘムラインを上同き

カーブ（でヘムラインより
やや上K樋く．

②岐形は7レアーと同撮．屋近

感をもたせて幅くが，フレア

ーはどヘムラインの長さ炉な

いため，ある程度ヘムライン
をつttげた鹸形で描く、

F．B

完成図

　　　　
①しわ（ギやザー）は2種類ある・
　　　　　　　a．布のしわが深い塔舎一U
　　　　　

　

b・布の贈が浅い場合一／
　a，bのしわを駒部の丸みを考

置しながら，これを不規則に描

　くことにより，立体感を出すこ

とができる．

　　　　　　　　　②①を考慮し．b．のしわをヘム

　ラdンに向って長い繊や短い緯

　　　　，で描く．

◎ファスナーは，左わきとする．
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スカート着装デザイン画の作画方法についての試論

作画方法　E．Pleat　Skirt（ワンゥェー）

　　　　　　　　　　　k　物

T
秀
k

6轟

⊥

ト

バターノ

B

ド　B

特徴：

　　　　　　　　　　　　5）

　スカート全体にひだをたたんだスカートの総称．プリ

ーツの種類はいろいろあるが，インバーテッド，ボック

ス，ワンウェー，アコーディオンなどが主である．シル

エットもストレートなもの，裾広がりの活動的なもの，

裾にフレアーがでる程の幅広いものまで，プリーツの扱

い方によりスポ・・…ティーにもドレッシーにも変化する．

作画のポイントは，前後6本つつのワンウェープリーツ

をパターンに忠実に描くことと，ヘムラィンをプリーツ

によって正確に描くことである．

n画船

ベルト描き乃は．タイトスカート聖，2．に同じ．

3　ヘムラインを決める．

　　　　　　　　　　　　　　5　ヘムラインを描く．

T　宇
秀　　　i弩；1，儲3
；　　　　　：　て肥髄引く・

誌　　　i
　　　　　：
⊥＿一∵．．、Lr．．＿

　ヘムライノのアウトライン見当蛋つける，
　寛勧壬見な4ら酸める．

4　シルエットのサイドラインを笛く．

　　　　：
　　　　　　，エスト、ヒ7プtでの，イン
　　　1　　は．餌卜緬一ト，インより
　　し－”．－ロ　　おNkカ　ブさせサイドのヘム

！　i　l欝二r轟』…

　　　i

　　　：甲　＿　卿　噛　薗、、覧“一、℃　畠＿一

5　プ1，－7一く．

一
「
65q

⊥

①プ，－7の本置6本モウエス｝

中喪より．左右3●牙する．

②へA，インも①tR繊K分lrv’
る．

O中央のプ，－7tt隻直にヘムラ
インtで鰯く，

①中ftil外のサイFプ，噌7は．

ウニスト殉ヒ，ブ2でのカーブ
壷写璽しttPtら．，l　FX向か

うプr－7罎どヒ7プの幽一ブ
1【近く鯉るように艦く．

◎④のヒ7プ位置一ヘムライン2

でIttnで磨く．

　　F．B

　　完載図

①プリーフヘムライン‘：．皇本づ

つ股差砦つけて儘く．

②ファスナーは．左わ倉とする

作画方法　F．Tack　Skirt

T

書
62さ

t

’‘o－　‘

B

F

’k　物

B

　　　　　　　　　　　　　　　　F
特徴：

6）

^ックとは，〈あげをする〉〈織りこむ〉などの意味

で，丈を短くしたり，布を体に沿わせたり，運動量とし

て，あるいは造形的シルエットを作るために必要に応じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
て布の一部をつまむこと，またそのつまみのことである．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
タックはつまんで留めるだけで，あとはひだとして残る．

作画ポイントは，タックラインがヘムラインより上で自

然に消滅するように描くことである．

f’i画岬II

・tLlL．〕1・’IIX「Al，　㌔「11　氏〒，一　ト　［　　’

、1　　・∴　，f　！〈r尺めfJ

T　「戸
；．i　il濡擬’：

　1　　　　　　　　　　脚
　卜　　　　　　　　1
　丈　　　　　　　　l
ti　Lkm　　　　　　　l

　　　　　　
⊥一一：一一：∴．お．：二：二．．

　ヘムラインのアウトライン見当をつける
実物を見tsがら決める．

4／’LI・回片’トラ仁を備く．

、『 EllL

　　T

　　I

　t・ムロ

　　⊥

ワエλ卜一ヒ7プまで“1

71〆；：　9イトスリー
トライ／より外側icカー
プ．させ． リイtび｝’、ノ．コ

イ　！までややふく　りiゼ

J方一7ξ隔く
1・ト／：・tiイト’＃，1、・IL杢いド

「iるよつに．

一　＿　曹　＿　雫舳’－L＿一＿P’曹一　雫，曽

5　ヘム7fノを備く．

小中　大　中小
卜＼　　　＿＿ンヲ

　　確彫

’　9　’クを焔く．

ド　B

完域図

贈・クのr）tみは一hh向へ折らnている．
Ll．タ／ク砿，ヘムラインより⊥の位霞で白然に

消λる錘に隆く

タックの長さは．最短をイ、規則1こ無く

コー？アλナーは．左わきとする

Q）Xl；一，£のヘムンイ／｛卜向き

カープ）でスカート又に姥
丁るよつ1こ猫く

Zごミ彫‘エ　フレア．．｛書」ヤサー

と詞橿，　L重心感ξも’ぜて隔

＼tl　ぐv）タ・iクスカートa｝

バター／からりて書ヶげ一コ
t／一　トはどヘムフ　イ　！しりN㌻

がない1しヘム　’4　／を．つtiげ

た且便．で碍／く．
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桃木　美恵

II．研究結果および考察

　着装デザイン画を描いて得た経験をもとに試みた基本

的なスカートの作画方法を述べたが，この方法で描くと

正確に簡単に表現できる．どのタイプのスカートを描く

場合も，全体のシルエットから描き始め，次に内部造形

を描くという順に作業を進めていけば比較的，大きな誤

差を生じることがない。

　ダーッを描く場合は，ウエスト～ヒップ，ウエスト～

腹部の立体感を考慮して描く必要がある．フレアースカ

ートのヘムラインのボリュームをパターンのみから想像

することは困難であった．実物製作を通して想像以上に

多くある事を知ることができた，ヘムラインを描くにあ

たって，そのラインとウエスト位置からのギャザー分量

やタック分量と深い関連があることを考慮しなければな

らない難しさもある．特に，ギャザーなど実物には本数

が多く入っているが，これを着装デザイン画に翻訳する

際，このまま描くと本数が多すぎて表示するという使命

を失いやすい．この場合は，実物の特徴を捕えながら，

最少限のギャザー分量を描くようにすると表現しやすく

なる．また，プリーツの実物では遠近感のあるプリーッ

となっているが，このように描くとプリーッパターンと

異ってしまう為，パターンに忠実にウエストを等分にし，

ウエスト～ヒップ，ウエスト～腹部の立体感を加味した
　　　　　　　　　
ラインのひだを描くことにより表現した．これらの事か

ら，着装デザイン画作画のポイントとして，まずパター

ンに忠実であること，内部造形が正しく表現されている

こと，ボディにフィットしたシルエット（タイトスカー

ト）のダーツを立体的に描くこと，オフボディのシルエ

ット（タイトスカート以外のスカート）は必ずタイトス

カート原型よりどれくらいオーバーしているかというこ

とを考慮する必要がある．描く際には常に実物があるわ

けではなく，パターンのみを見て想像し描く事は困難を

伴う．なぜならば，どの生地で製作するかという条件で

同じパターンでもシルエットや内部造形が異ってくるこ

とを知らなければならない．実物がなくても，いくつか

の生地のデータとパターンで描けるような方法を研究し

てみたい．今回の実物製作とパターンが，その為の目安

になれば良いと思う．

　今回は，基本的なデザインについて（前，後のデザイ

ンが同じ）描いたが，サイドにデザインのあるものは，

横の着装デザイン画が必要である．
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